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豊かに健やかに！　生き生き長寿社会の応援団！

ホームページ　http://www.sawayaka.or.jp
（本誌の内容は、発行日の１週間後からホームページでもご覧いただけます。）
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特集 財団設立30周年特集



　私が日本画を始めたきっかけは、61歳の時に山鹿市民講
座の「日本画講座」に参加したのがきっかけです。以来、講
師の先生のご指導のもと翌年からシルバー作品展に出品し
ていますが、入賞はするものの金賞を受賞したのは今回が
初めてでした。
　今回の作品も講座の一環で山鹿市にある万行寺で春のス
ケッチに行った時、ふと池の浮草が目に留まり、そのはか
なさと水面に写る空と木陰のコントラストに感銘を受け描
きました。60歳になってから絵画に興味を持ち仲間の方々
と描き続け光栄にも金賞を受賞でき、今後も頑張ろうとい
うきっかけを作ってくれた作品となりました。

穴井さんの感性が光る作品「浮草の仲間たち」。さまざまな表情
をした浮草とまるで本物のような水面の透明感に目を奪われます。

表 紙 掲 載 作 品
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第33回熊本県シルバー作品展　日本画の部　金賞受賞
「浮草の仲間たち」に寄せて
　　穴井　禮子さん（74歳　山鹿市在住）

れい

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健
康
づ

く
り
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
平
成

３
年
11
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、
熊
本

さ
わ
や
か
大
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

人
材
育
成
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
事
業
、
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

所
の
運
営
な
ど
様
々
な
取
組
み
を

通
じ
、
「
明
る
い
長
寿
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
、
節
目
と
な

る
財
団
設
立
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
30
年
と
い
う
時
の
流
れ
の
中
、

熊
本
県
で
は
、
県
民
の
方
々
の
平
均

寿
命
も
更
に
延
び
、
全
国
有
数
の
長

寿
県
と
な
る
な
ど
、
当
財
団
が
掲
げ

る
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
健

康
づ
く
り
の
推
進
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
当
財
団
で
は
、
高
齢
者

の
方
々
に
希
望
や
能
力
を
生
か
し
な

が
ら
、
い
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
令
和
３
年
度
か

ら
い
き
が
い
就
労
の
促
進
を
目
指
す

熊
本
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携

協
議
会
の
事
務
局
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
事
業
と
連
携
し
た
取
組
み
を

進
め
る
な
ど
、
就
労
機
会
の
拡
大
や

生
き
が
い
が
生
ま
れ
る
場
づ
く
り
に

平
成
３
年
11
月

・
財
団
法
人　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団　

設
立

　
（
事
務
所
：
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）

　

理
事
長　

熊
本
県
知
事

　

基
本
財
産　

県
、
市
町
村
、
民
間
企
業
か
ら

　

の
出
捐
金

平
成
３
年
12
月

・
情
報
誌
「
さ
わ
や
か
」
発
刊

平
成
４
年
４
月

・
県
か
ら
の
運
営
委
託
で「
高
齢
者
無
料
職
業

　

相
談
所
」「
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」　

　
「
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
」を
開
設

平
成
４
年
５
月

・「
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
大
学
校
」
開
校

・
県
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
集
い
ス
タ
ー
ト

 

「
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」、「
シ
ル
バ
ー
囲
碁
・

　

将
棋
大
会
」、「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」
開
催
開
始

平
成
４
年
11
月

・
高
齢
者
知
恵
袋
活
用
事
業
ス
タ
ー
ト

財
団
の
あ
ゆ
み

ごあいさつ
一般財団法人　熊本さわやか長寿財団

理事長　蒲 島 郁 夫
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積
極
的
に
挑
戦
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
多
く
の
高
齢

者
の
方
々
の
社
会
と
の
つ
な
が
り
や

交
流
の
場
が
生
ま
れ
、
人
と
人
と
の

輪
が
着
実
に
広
が
っ
て
き
て
お
り
、

こ
れ
こ
そ
が
当
財
団
の
貴
重
な
財
産

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
産
を
培
う
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
熊
本
県
、
各
市
町
村
、

関
係
団
体
、
民
間
企
業
、
関
係
者
の

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
で
あ

る
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
近
年
は
、
熊
本
地
震
を
は

じ
め
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
、
そ
し

て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
な
ど
、
未
曽
有
の
危
機
が
頻
発

し
た
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
危
機
に
遭
遇
す
る
中
、
当
財
団

の
活
動
も
事
業
の
中
止
・
縮
小
な
ど
、

制
約
さ
れ
た
形
で
の
実
施
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
と

の
つ
な
が
り
と
い
う
財
産
を
生
か
し

な
が
ら
、
こ
の
逆
境
に
立
ち
向
か
い
、

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
生
涯
現
役
社
会
、

そ
し
て
「
長
寿
で
輝
く
」
社
会
の

実
現
に
向
け
、
関
係
各
位
を
は
じ

め
県
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
５
年
９
月

・
財
団
事
務
所
が
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
オ
ー

　

プ
ン
に
伴
い
移
転

平
成
８
年
５
月

・
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
大
学
校
「
人
吉
校
」
開
校

平
成
９
年
５
月

・
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
大
学
校
「
天
草
校
」
開
校

平
成
11
年
４
月

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
Ｏ
Ｂ
社
会
活
動
支
援
事
業

　
「
さ
わ
や
か
シ
ニ
ア
く
ら
ぶ
」
ス
タ
ー
ト

平
成
12
年
１
月

・「
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン

平
成
12
年
６
月

・
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
大
学
校
「
八
代
校
」
開
校

　
「
人
吉
校
」「
天
草
校
」
は
閉
校
し
、「
熊
本
校
」

　

と
「
八
代
校
」
の
２
校
体
制
と
な
る

平
成
13
年
５
月

・「
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
」
設
立
（
卒
業
生

　

有
志
に
よ
る
自
主
運
営
）

平
成
16
年
４
月

・「
天
草
さ
わ
や
か
大
学
」
開
校
（
卒
業
生
有
志

　

に
よ
る
自
主
運
営
）

平
成
17
年
２
月

・
さ
わ
や
か
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
講
演
会
開
催
開
始

 

（
熊
本
、
八
代
、
人
吉
、
天
草
の
熊
本
さ
わ
や
か

　

大
学
校
卒
業
生
と
の
共
催
）

平
成
19
年
６
月

・「
人
吉
・
球
磨
さ
わ
や
か
大
学
」
開
校
（
卒
業
生

　

に
よ
る
自
主
運
営
）

平
成
21
年
１
月

・「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
大
学
院
」
開
校

　
（
卒
業
生
に
よ
る
自
主
運
営
）

平
成
23
年
10
月

・「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１
（
ふ
れ
愛
）
熊
本
」

　

開
催

平
成
29
年
８
月
～
９
月

・「
出
前
講
座
」
開
催
開
始

　
（
人
吉
、
天
草
の
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
卒
業
生
会
の
主
催
）

令
和
３
年
４
月

・「
熊
本
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
協
議
会
」
開
設

　
（
財
団
は
事
務
局
を
担
当
）

　高齢者が健康で生きがいを持ちながらアクティブ
に生きていける社会、そんな「明るい長寿社会」の
実現を目指して、熊本さわやか長寿財団は平成３年
に設立されました。

熊本さわやか長寿財団の主な事業
スポーツ・文化振興、学習及び活動機会の提供に
関する事業
　健康と生きがいづくり、仲間づくり、社会参加の
促進を図るために、熊本さわやか大学校を運営して
います。また、スポーツと文化を通じて高齢者の健
康増進と相互親睦を深めることを目的に、熊本県シ
ルバースポーツ交流大会、熊本県シルバー囲碁・将
棋大会、熊本県シルバー作品展を開催し、その入賞
者の方々を全国健康福祉祭（ねんりんピック）へ派
遣しています。

高齢者の人材活用・社会参加活動の支援に関する事業
　高齢者が長年にわたって培われた知識や技術・技
能などを登録していただき、それを地域社会（子ど
も会、小学校、福祉施設等）のなかで有効に活用し
ていただくために、熊本さわやか知恵袋活用システ
ムを運営しています。

啓発・普及に関する事業
　地域社会の中で活き活きと活動されている方々の
紹介、保健・福祉に関する情報などを掲載した情報
誌「さわやか」を発行、インターネットでは財団ホー
ムページを運営しています。
ホームページアドレス
https://www.sawayaka.or.jp/

高齢者の就労や社会参加を支援する事業
　高齢者の就労の機会を拡大し、その知識や経験を
社会で活かすことを目的に、県総合福祉センター内
に厚生労働省の許可を受けた熊本高齢者無料職業紹
介所を開設し、県内10ヶ所に相談所を設置していま
す。また、総合相談からマッチングまでを行う熊本
県生涯現役促進地域連携協議会の事務局を担ってい
ます。

1 S A W A Y A K A  Vol.96



輝いて生きる
設立30年

～「熊本さわやか  大学校」と私～
平成４年に開校され、今年度で30年目　　　　　　を迎える「熊本さわやか大学校」。
さわ大、大学院の現役生や、各分野で　　　　　　活躍されている方にお話を伺いました。

　　
様
々
な
学
び
と

得
ら
れ
る
気
づ
き
が

こ
れ
か
ら
の
人
生
に

彩
を
添
え
る
。

　　

　

「
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
（
さ
わ
大
）」

受
講
の
き
っ
か
け
は
、
神
戸
に
住
む
竹
馬

の
友
か
ら
の
勧
め
だ
っ
た
と
話
す
樗
木

さ
ん
。
68
歳
ま
で
勤
め
上
げ
た
後
、
す
ぐ

に
さ
わ
大
へ
入
学
を
申
し
込
む
も
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
に
。「
な
ら
ば
体
力
を
つ
け

よ
う
」
と
通
っ
た
水
泳
教
室
の
プ
ー
ル
サ

イ
ド
で
肋
骨
を
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
す
。

「
さ
ら
に
そ
の
後
、
脳
梗
塞
を
患
い
再
び

入
院
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
色
々
と
考
え
、

ち
ょ
っ
と
の
勇
気
が
あ
れ
ば
自
分
自
身
も

進
め
る
、
き
っ
と
未
来
も
動
き
始
め
る
と

思
い
ま
し
た
」。
令
和
４
年
、
夫
婦
だ
っ

た
ら
励
ま
し
合
い
な
が
ら
乗
り
越
え
ら
れ

る
と
、 

奥
様
と
入
学
。「
さ
わ
大
の
魅
力

は
、
受
講
す
る
こ
と
で
気
づ
き
、
気
づ
か

さ
れ
る
こ
と
」。
樗
木
さ
ん
は
受
講
毎
に

気
づ
き
を
書
き
止
め
、
疑
問
に
感
じ
た
こ

と
は
自
身
で
学
び
を
深
め
て
い
る
そ
う
で

す
。「
分
か
ら
な
い
物
事
を
理
解
し
よ
う

と
す
る
。
そ
の
日
々
を
積
み
重
ね
る
こ
と

で
、
生
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
」。

今
後
受
講
生
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

今
ま
で
に
な
い
経
験
が
得
ら
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

※
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
…
期
間
は
４
月
か
ら
３
月

迄
の
１
年
間
（
全
40
講
座
）で
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

講
義
が
魅
力
。
現
在
は
熊
本
校
、八
代
校
で
実
施
。

性
別
・
年
齢
問
わ
な
い

「
仲
間
づ
く
り
」が

現
在
の
私
に
と
っ
て

大
き
な
宝
物
に
。

　　　　

有
尾
誠
次
さ
ん
は
熊
本
さ
わ
や
か
大

学
校
卒
業
後
、
23
期
会
の
事
務
局
長
・

会
長
と
し
て
、
ま
た
、
卒
業
生
で
組
織

す
る
「
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー

ズ
」
の
事
務
局
長
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
特
に
仲
間
づ
く
り
に
お
い
て
は
、

23
期
会
を
母
体
と
し
て
21
・
22
・
25
・

27
期
生
と
大
学
院
卒
業
生
を
含
め
た

「
な
か
よ
し
会
」
（
現
在
会
員
47
名
）

を
令
和
４
年
１
月
に
設
立
。
各
期
同
窓

会
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
グ
ル
ー
プ
で

す
。
「
私
は
65
歳
の
時
に
さ
わ
大
へ
入

学
し
ま
し
た
。
通
常
、
そ
の
年
齢
か
ら

の
友
達
づ
く
り
は
難
し
い
で
す
よ
ね
。

さ
わ
大
で
の
結
び
つ
き
か
ら
口
コ
ミ
で

広
が
っ
た
な
か
よ
し
会
で
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
等
に
て
気
軽
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
」
。
こ
れ
ま

で
に
熊
本
三
社
参
り
、
花
見
の
開
催
、

日
帰
り
旅
行
な
ど
を
実
施
。
「
モ
ッ

ト
ー
は
、
元
気
で
仲
良
く
無
理
し
な
い
。

初
め
か
ら
計
画
を
立
て
過
ぎ
ず
、
そ
の

都
度
会
員
か
ら
の
提
案
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
活
動
内
容
を
役
員
で
協
議
し
て

い
ま
す
」
と
、
朗
ら
か
な
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

※
各
期
同
窓
会
…
受
講
し
た
年
度
ご
と
に
分
か
れ

て
結
成
さ
れ
て
お
り
、
旅
行
や
研
修
会
な
ど
、
各

期
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
。
卒
業
生
の
連
絡

会
も
あ
り
、
卒
業
年
度
の
枠
を
超
え
た
交
流
も
行

わ
れ
て
い
る
。

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た

樗
木 

昭
夫
さ
ん
（
71
）

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
熊
本
校
30
期
生

（
現
役
生
）

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た

有
尾 

誠
次
さ
ん
（
74
）

な
か
よ
し
会 

代
表

さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ 

事
務
局
長

　
　
　
　
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
熊
本
校
23
期
生

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校 

卒
業
生
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輝いて生きる
設立30年

～「熊本さわやか  大学校」と私～
平成４年に開校され、今年度で30年目　　　　　　を迎える「熊本さわやか大学校」。
さわ大、大学院の現役生や、各分野で　　　　　　活躍されている方にお話を伺いました。

財団設立30周年特集

４班メンバーによる坪井川清掃時の様子。右端が森さん。

一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も

み
ん
な
で
や
る
と
継
続
で
き
る
。

達
成
感
が
み
ん
な
の

や
り
が
い
に
！

　　　　

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
を
卒
業
し
た

後
、
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
の
開

会
式
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
森

克
己
さ
ん
。
そ
の
際
、「
さ
わ
や
か
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
伝
承

遊
び
の
イ
ベ
ン
ト
を
見
学
し
た
そ
う
で
す
。

一
緒
に
見
学
し
た
同
期
の
事
務
局
長
か
ら

の
誘
い
も
あ
り
、
平
成
24
年
５
月
に
さ
わ

や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
（
さ
わ
ボ
ラ
）

へ
加
入
し
ま
す
。「
自
分
か
ら
、
と
い
う

よ
り
い
つ
も
誘
わ
れ
た
ら
や
る
ん
で
す
」

と
森
さ
ん
は
謙
遜
さ
れ
ま
す
が
、
平
成
26

年
か
ら
は
所
属
す
る
４
班
の
班
長
に
、
平

成
29
年
か
ら
は
さ
わ
ボ
ラ
の
副
会
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
森
さ
ん
所
属
の
４
班
で

は
坪
井
川
と
江
津
湖
で
の
清
掃
活
動
、

例
会
を
毎
月
各
１
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
わ
ボ
ラ
の
会
員
は
現
在
84
名
。

毎
年
８
月
に
は
子
ど
も
文
化
会
館
に

お
い
て
「
さ
わ
ボ
ラ
ま
つ
り
」
を
開
催

し
、
子
ど
も
達
に
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
規
制
が
あ
る
状

況
の
中
で
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
発
展

さ
せ
ら
れ
る
か
を
み
ん
な
で
考
え
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
、
前
向
き

な
展
望
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

※
さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ
…
さ
わ
大
卒
業

生
が
地
域
に
根
ざ
し
た
社
会
参
加
活
動
を
行
う

趣
旨
で
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
。

友
達
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
な
が
ら

学
び
を
深
め
、

活
動
で
き
る
大
学
院
。

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
・
熊
本
さ
わ

や
か
大
学
校
大
学
院
と
も
に
、
先
に
卒

業
し
た
友
人
か
ら
の
勧
め
で
入
学
し
た

と
い
う
本
田
忠
さ
ん
。
「
退
職
す
る
と

こ
れ
ま
で
周
り
に
い
た
人
た
ち
が
居
な

く
な
り
、
＂遊
び＂ 

が
限
ら
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
に
来
る
と
、
新
し
い
友

達
が
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
」。
大

学
校
で
は
週
に
１
回
の
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
大
学
院
で
は
、
月
に
１
〜

２
回
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
含
め
卒
業
生

が
自
主
運
営
す
る
の
で
、
さ
わ
大
と
は

ま
た
異
な
る
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
も
多
い

そ
う
で
す
。
受
講
生
や
ひ
と
班
あ
た
り

の
人
数
も
さ
わ
大
よ
り
多
く
、
本
田
さ

ん
が
所
属
す
る
班
の
メ
ン
バ
ー
は
12
名
。

「
女
性
が
多
く
に
ぎ
や
か
。
殻
に
こ
も

り
が
ち
な
私
の
よ
う
な
男
性
陣
も
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
よ
」
と
ほ
ほ
え
み

ま
す
。
中
学
生
の
頃
か
ら
登
山
を
、
30

代
の
頃
か
ら
テ
ニ
ス
や
自
転

車
を
ず
っ
と
続
け
て
い
る
と

い
う
本
田
さ
ん
。
「
長
く
続

け
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
も
１

人
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
。
こ

こ
で
は
多
く
の
方
と
一
緒
に

活
動
す
る
機
会
が
得
ら
れ
る

の
も
魅
力
で
す
ね
」
。

※
熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
大
学
院
…

さ
わ
大
卒
業
生
が
自
主
運
営
す
る
学

習
機
関
で
、
平
成
21
年
度
か
ら
開
講

し
て
い
る
。

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た

森 

克
己
さ
ん
（
77
）

さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ 

副
会
長

　
　
　
　  

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
熊
本
校
20
期
生

お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た

本
田 

忠
さ
ん
（
79
）

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
大
学
院
14
期
生
（
現
役
生
）

　
　
　
　
　   

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
熊
本
校
28
期
生

さ
わ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
ズ

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校
大
学
院
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各競技の入賞者は
財団HPで
ご覧いただけます

各競技の入賞者は
財団HPで
ご覧いただけます

将棋の部最高齢者の田村博さん
（87歳　八代市在住）
　子供のころ戦争を経験された田村さんが将棋
を始められたのは中学生の時。以来、「駒を通し
て知らない人と友達になれるから」と楽しみなが
ら腕を磨かれました。
　これまでに10回以上も全国各地で行われるね
んりんピックに出場され、名古屋大会と群馬大会
では個人戦で優勝されました。今年も、見事神奈
川で行われる全国大会への出場を決められた田
村さんの夢は、これまで成しえなかった団体戦で
の優勝です。「私は最高齢者の部類。将棋はどう
しても60代の若い方が強いですが、精一杯やっ
てきます。」
　歳を重ね、なお円熟味を増される田村さん。ね
んりんピックでの更なる活躍が期待されます。

大会（将棋の部）の様子　

将棋上級の部（熊本県ブロック）にて
３位に入賞されました　

大会（囲碁の部）の様子

第
34
回
熊
本
県
シ
ル
バ
ー
囲
碁
・
将
棋
大
会

　
高
齢
者
が
日
常
生
活
の
中
で
親
し
ん
で
い
る
囲
碁
・
将
棋

を
通
じ
て
、
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
上
級
の
部
の
成
績
上
位

者
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
同
様
に
、
秋
に
行
わ
れ
る
第
34
回

全
国
健
康
福
祉
祭
神
奈
川
・
横
浜
・
川
崎
・
相
模
原
大
会
の

熊
本
県
及
び
熊
本
市
代
表
と
し
て
派
遣
さ
れ
ま
す
。

ソフトバレーボール
ソフトと名前がついているのでビー
チバレーを想像していたらとても
ハードでビックリしました。サーブ
やアタックなどのボールの当たる音
が大きくて迫力があり、アタックが
決まった時の衝撃もすごい！シル
バーとは思えない程の運
動量でした。

スポーツウェルネス吹矢
個人戦で２人が同点で並び、１射
限りの優勝決定戦が行われまし
た。緊張の中、放たれた矢は両者
とも真ん中の円に命中。ミリ勝負
になりました。レベル
の高さを感じました。

バウンドテニス
40年程前から行われている競技と聞いていま
したが、実際に見るのは初めてでした。今回
は高齢者の大会でしたが、実際にやってみる

と若い方も楽しいスポーツだと思い
ます。小学生の頃、校舎の屋上のコ
ンクリートの枠をコートにして行っ
ていた遊びを思い出しました。

ペタンク
ペタンクは、的になるボール（ビュッ
ト）に向かってボールを投げ合い、
対戦相手よりも的のそばにボール
を近づけられた方が勝ちというフ
ランス生まれのチームスポーツで
す。初めて観戦させていただいた

のですが、投げる技術に
加えて心理的な駆け引
きもあり、とても見応え
がありました。

ソフトボール
さすが、熊本のチームはどこもレベルが高く、手に汗握る
熱戦ばかりでした。女性の塁審がきびきびとプレーの判定
をされていて見ていてすがすがしい気持ちになりました。

ラージボール卓球
通常の卓球よりも少し大きく重さの軽い
ボールを使います。また、ラケットの表
面が粒々のラバーのため、
ラリーがよく続き、見てい
て面白かったです。

第34回熊本県シルバースポーツ交流大会

熊本ねんりんピック2022
　「熊本ねんりんピック」は、60歳以上の県内在住者を対象に、スポーツを通して高齢者の健康と生きがいづくり
や仲間づくりを促進することを目的に開催しています。今年度は、新型コロナウイルス感染防止に努めながら、５月
７日（土）～22日(日)の期間で実施しました。11月に行われる予定の第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相
模原大会の熊本県及び熊本市代表を目指して、多くのシニアがさわやかな汗を流しました。

実施種目
グラウンドゴルフ、剣道、サッカー、健康マラソン、弓道、テニス、ゴルフ、ソフト
テニス、太極拳、ソフトボール、スポーツウェルネス吹矢、ソフトバレーボール、
ラージボール卓球、ゲートボール、バウンドテニス、ペタンク、ダンススポーツ

参加者の顔
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お問い
合わせ

☎096-327-8777
生涯現役プラザくまもと

ultra65plus@sawayaka.or.jp

熊本県生涯現役促進地域連携協議会
事務局　☎096-354-3083

長
洲
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
様

優
良
表
彰
！

　
熊
本
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
協
議
会
の

構
成
団
体
の
ひ
と
つ
（
公
社
）
熊
本
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
に
加
入
す
る
（
公

社
）
長
洲
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、（
公

社
）
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会

の
令
和
四
年
度
定
時
総
会
で
「
優
良
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
全
国
約
一
三
〇
〇
セ
ン
タ
ー
か
ら
選

ば
れ
た
十
一
セ
ン
タ
ー
中
の
一
つ
と
い
う
大
変

な
栄
誉
で
、
特
に
次
の
二
つ
の
点
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

【
効
果
的
な
チ
ラ
シ
の
作
成
】

　
同
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
た
会
員
募
集
の
チ
ラ

シ
が
、「
非
常
に
好
奇
心
を
そ
そ
る
」「
イ
ン
パ
ク

ト
と
整
然
と
し
た
情
報
が
う
ま
く
共
存
し
て
い

る
」
等
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
職
員
研
修
会
で
講
師

の
先
生
方
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
で
の
取
り
組
み
】

　
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
当
協
議
会
で
推
進
し

て
い
る
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
を
活
用
し
て
の
画
期
的
な
取

組
み
で
し
た
。

　
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
と
は
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
の
檜
山
敦
特
任
教
授
が
、
Ａ
Ｉ
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
地
域
の
シ
ニ
ア
の
社
会
参

加
を
促
進
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
開
発

さ
れ
た
も
の
で
、「
地
域
の
元
気
な
シ
ニ
ア
を
集

め
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る

ジ
ョ
ブ
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
」

を
、
令
和
２
年
11
月
か
ら
導
入
し
、
登
録
し
た

会
員
へ
仕
事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
各
種
情
報
を
提

供
す
る
な
ど
、
効
果
的
に
活
用
さ
れ
て
お
り

「
今
後
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
や
高
齢
者
の
方
々
の

ス
マ
ホ
所
有
率
が
高
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
大

変
有
効
な
取
組
み
で
あ
り
、
熊
本
県
内
の
み
な

ら
ず
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の

好
事
例
と
な
っ
た
」
と
、
そ
の
先
駆
的
か
つ
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
取
組
み
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

【
健
康
・
生
き
が
い
・
社
会
参
加
を
合
言
葉
に
】

　
こ
れ
ら
の
活
動
が
功
を
奏
し
、
長
洲
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
粗
入
会
率
（
地
域
の
六

〇
歳
以
上
の
人
口
に
占
め
る
会
員
数
の
割
合
）

は
こ
こ
数
年
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

ま
す
。

　
シ
ニ
ア
の
方
々
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
能
力
・
知
識
・
経
験
を
存
分
に
発
揮
し
て
、

積
極
的
に
社
会
参
加
す
る
機
会
と
し
て
同
セ

ン
タ
ー
が
果
た
す
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
　

　
協
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
そ
の
お
手
伝
い

が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
協
議
会
で
の
取
り
組
み
】

　
今
回
ご
紹
介
し
た
長
洲
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
様
を
は
じ
め
、
協
議
会
で
は
県
内
の
団

体
へ
Ｇ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
導
入
と
運
用
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
興
味
が
あ
ら
れ
る
方
は
、
下
記
協
議
会
事
務
局

（
担
当
・
中
村
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
協
議
会
で
は
、
会
員
で
あ
る
県
、
マ
ッ

チ
ン
グ
機
関
（
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
、
熊

本
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
、
熊
本

県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
、
産
業
雇
用
安

定
セ
ン
タ
ー
熊
本
事
務
所
）、
就
労
支
援
機
関
、

事
業
者
団
体
、
高
齢
者
団
体
等
と
連
携
し
て
、

高
齢
者
の
就
労
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
社
会
参

加
の
お
手
伝
い
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【いきがいと地域のニーズをGBERでマッチング】
長洲町特産の金魚の競り補助の仕事もGBERを使って登録
会員に募集をかけ働き手を探します。

「会員様とセンター職員
にとってたいへん名誉
なこと」と、喜びを語
る古林事務局長（当時）
https://webc.sjc.ne.jp
/nagasu/index

長
洲
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
作
成
さ
れ
た
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
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求職者
の方へ

事業主
の方へ

60歳からの
高齢者無料職業紹介所

60歳からの
高齢者無料職業紹介所

　紹介所では、高齢者向けハローワーク求人や
当相談所独自求人を閲覧することができます。
　スタッフは明るく、話しやすく、相談しやすい
環境を心掛けています。是非、ご利用ください。

　働く意欲のある方へ、専門の相
談員が求職者の希望やこれまでの
経験・能力に応じたお仕事を無料
で紹介します。求人票は紙で見るこ
とができるので、パソコンを使って
検索するのが苦手な方でも安心し
てご利用いただけます。

　定年を過ぎてもまだ多くの方々が就業
を望んでいます。高齢者の豊富な知識・
経験・技能と意欲を事業にお役立てくだ
さい。
　厚生労働大臣の許可を受けた担当者
がご相談に応じます。また、助成金の申
請も取り扱っています。詳しくは、各相
談所のスタッフにお尋ねください。

・かぼちゃ ………………… 100ｇ
・たまねぎ …………………… 15ｇ
・きゅうり …………………… 15ｇ

①かぼちゃは種を取り、皮をむき、２㎝角に切る。
②たまねぎは３㎜の薄切りにする。
③①②を10分間蒸す（レンジの場合は、水（大さじ１）を振り
ラップして600Ｗで２分間）。
④きゅうりは輪切りにし、塩もみを10分間した後、水気を
しっかり絞る。
⑤ボウルに③、④、★調味料を入れ、かぼちゃをフォーク等で
軽くつぶしながら混ぜ合わせる。

・エネルギー …………… 101kcal
・ビタミンA（レチノール活性当量）…… 169µg
・食塩相当量 ………………… 0.3g

　今回の献立は、熊本県立大学 
環境共生学部 学生の有田奈央さ
んが考えられたレシピを指導者
の中嶋名菜先生に監修していた
だきました。
　さわやかクッキングでは、今
後も、こころと身体が元気にな
るレシピをご 紹 介していきま
す。どうぞお楽しみに！

さわやか

　クッキング カレー風味のかぼちゃサラダ

★調味料

栄養素等量（１人分）

・かぼちゃの栄養価の高
さは、野菜の中でもトッ
プクラス。特にビタミン
Ａが豊富です。

・かぼちゃは皮ごと調理すると、さ
らに栄養価が高まり、彩りも楽し
めます。

・カレー粉やマヨネーズの量は目
安です。

　味を見ながら好みの量を入れま
しょう。

コメント

（２人分）

各相談所で相談員がお待ちしています。

各相談所は県内の各地域振興局内に設置されています。

・カレー粉 ………………… 1.5ｇ
・マヨネーズ ………………  15ｇ
・砂糖 ………………………… 3ｇ
・食塩 ……………………… 0.3ｇ

 相談受付時間：月・水・金（午前10時～午後４時）
宇城相談所 0964-33-4667
玉名相談所 0968-72-3240
鹿本相談所 0968-43-6542
菊池相談所 0968-24-2125
阿蘇相談所 0967-22-4511

上益城相談所 096-282-6776
八代相談所 0965-32-4144
芦北相談所 0966-82-5310
球磨相談所 0966-22-2625
天草相談所 0969-23-9727

 相談受付時間：月～水・金（午前９時～午後４時）
熊本相談所 096-353-2322

求職者・事業主の皆様、まずはお電話ください。
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１
８
７
１（
明
治
４
）年
10
月
、
古
城

の
県
立
第
一
高
等
学
校
の
敷
地
内
に

建
て
ら
れ
た
熊
本
洋
学
校
に
教
師
と

し
て
招
か
れ
た
の
が
リ
ロ
イ
・
ラ
ン
シ

ン
グ
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
す
。
ジ
ェ
ー
ン

ズ
は
１
８
３
７
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
オ
ハ
イ
オ
州
ニ
ュ
ー
フ
ィ
ラ
デ
ィ
ル

フ
ィ
ア
市
に
生
ま
れ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
の
サ
ン
ノ
ゼ
で
１
９
０
９
年
３
月

27
日
、
72
回
目
の
誕
生
日
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン

ト
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
軍
人
で
す
。

世
の
中
の
仕
組
み
が
変
わ
っ
た
明
治
に

入
り
、
熊
本
は
、
熊
本
の
少
年
た
ち
に

外
国
の
文
化
を
取
り
入
れ
て
新
し
い
日

本
を
つ
く
る
た
め
の
学
問
を
教
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
横
井
小
楠
の
教
え
を

受
け
た
人
々
、
そ
の
中
で
も
小
楠
の
甥
、

横
井
大
平
が
中
心
と
な
り
熊
本
洋
学
校

を
つ
く
り
、
教
師
と
し
て
招
い
た
の
が

ジ
ェ
ー
ン
ズ
だ
っ
た
の
で
す
。

　　
熊
本
洋
学
校
が
始
ま
っ
た
最
初
の

年
に
は
、
10
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
少

年
、
約
５
０
０
名
の
入
学
希
望
者
が

集
ま
り
ま
し
た
が
、
試
験
を
受
け
て

入
学
を
許
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
の
46

名
で
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
熊
本
に
い

た
５
年
間
に
約
２
０
０
名
の
生
徒
が

洋
学
校
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
こ
の
生
徒
た
ち
に

英
語
だ
け
で
高
度
な
学
問
を
教
え
た

の
で
す
。
徹
底
し
た
自
学
自
習
、
そ
し

て
毎
日
成
績
順
に
座
席
を
入
れ
替
え

た
の
で
生
徒
た
ち
は
大
変
苦
労
し
ま

し
た
が
、
自
分
た
ち
は
新
し
い
日
本

を
つ
く
る
と
い
う
考
え
で
、
頑
張
っ
た

の
で
、
ま
わ
り
が
目
を
見
張
る
ほ
ど
の

力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
横
井
小
楠
の
娘
「
み
や
子
」
と

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
え
子
で
あ
り
、
日
本

を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
徳
富

蘇
峰
の
姉
「
初
子
」
が
こ
の
洋
学
校
で

男
の
生
徒
に
混
じ
っ
て
勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
日
本
で
最
も
早
い
高
度
な

「
男
女
共
学
」
も
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
よ
っ

て
こ
の
熊
本
洋
学
校
で
始
め
ら
れ
た

の
で
し
た
。

　
洋
学
校
が
で
き
て
３
年
目
ご
ろ
か

ら
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
自
宅
で
キ
リ
ス
ト

教
の
聖
書
研
究
会
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信

者
が
で
て
き
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち
は

明
治
９
年
の
１
月
30
日
に
熊
本
駅
の

そ
ば
に
あ
る
花
岡
山
に
登
り
、「
キ
リ

ス
ト
教
は
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
こ

れ
を
日
本
に
広
め
て
、
素
晴
ら
し
い

国
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
誓
い
を
し
た

の
で
す
。
し
か
し
こ
の
誓
い
に
一
番
驚

い
た
の
は
家
族
や
親
戚
で
、
ど
う
に
か

し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
辞
め
さ
せ
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
彼
等
の
決
意
は
固

く
、
様
々
な
迫
害
が
お
き
て
も
信
仰

を
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
花
岡

山
で
の
誓
い
が
一
般
に
も
知
れ
わ
た
っ

た
た
め
に
、
洋
学
校
は
明
治
９
年
７

月
の
卒
業
式
を
最
後
と
し
て
閉
校
と

な
り
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
洋
学
校
の
生
徒
た
ち

に
京
都
の
同
志
社
英
学
校
に
行
く
こ
と

を
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
島
襄
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
て
開
い
た
ば

か
り
の
学
校
で
し
た
。
彼
等
は
同
志

社
の
中
で
は
大
変
目
立
っ
た
存
在
に

な
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
４
年
、

あ
る
い
は
５
年
も
教
育
を
受
け
て
い

た
の
で
他
の
学
生
を
圧
倒
し
た
存
在

と
な
り
、
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
指
導

者
と
し
て
の
力
も
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
を
見
て
同
志
社
の
先
生
た
ち
は

熊
本
か
ら
き
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
え

子
た
ち
を
、
熊
本
か
ら
き
た
集
団
、
あ

る
い
は
グ
ル
ー
プ
と
い
う
意
味
で「
熊

本
バ
ン
ド
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
熊
本
バ
ン
ド
」
は
「
札
幌
バ
ン
ド
」、

「
横
浜
バ
ン
ド
」
と
並
ぶ
日
本
三
大
バ

ン
ド
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の

バ
ン
ド
出
身
の
人
た
ち
は
後
に
日
本

の
宗
教
界
、
教
育
界
、
実
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の

中
に
は
、
海
老
名
弾
正（
同
志
社
大
学

総
長
）、浮
田
和
民（
早
稲
田
大
学
教
授
）、

市
原
盛
宏（
朝
鮮
銀
行
総
裁
）、宮
川
経
輝

（
大
阪
教
会
牧
師
）、遠
山
参
良（
九
州

学
院
長
）な
ど
が
い
ま
す
。

　
熊
本
バ
ン
ド
以
外
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ

の
教
え
子
か
ら
は
横
井
時
敬
（
東
京

農
業
大
学
初
代
学
長
）、
中
原
淳
蔵

（
九
州
帝
国
工
科
大
学 

初
代
校
長
）、

船
越
欣
哉
（
当
時
の
熊
本
県
庁
を
設

計
、
建
築
す
る
）
な
ど
が
生
れ
て
い
ま

す
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
そ
の
ほ
か
、
西
洋
野

菜
を
熊
本
に
広
め
、
牛
肉
、
牛
乳
、
パ

ン
を
紹
介
し
、
熊
本
の
食
生
活
の
改

善
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン

ズ
が
来
る
前
に
は
田
畑
を
耕
す
の
も

人
が
鍬
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

牛
や
馬
に
引
か
せ
る
鋤
を
取
り
寄
せ

て
家
畜
を
使
う
能
率
的
な
農
業
を
紹

介
し
た
の
で
し
た
。
ま
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ

が
持
ち
込
ん
だ
印
刷
機
が
熊
本
最
初

の
新
聞
、「
白
川
新
聞
」
の
発
行
に
役

立
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
の
先
生
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
熊
本
の
近
代
化
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
の
が
洋
学
校
の
教

師
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
あ
っ
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
は
熊
本
地
震
で
完

全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現

在
、
旧
市
立
体
育
館
跡
の
公
園
（
中
央

区
水
前
寺
公
園
）
に
建
設
中
で
、
令
和

4
年
8
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

開
館
で
き
る
の
は
内
部
の
展
示
等
を

整
え
て
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
今
の

と
こ
ろ
未
定
で
す
。

　※
黒
田
孔
太
郎
先
生
は
、
高
齢
者
大
学
「
熊

本
さ
わ
や
か
大
学
校
」
の
講
師
と
し
て
も
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
ま
も
と
偉
人
伝

英
語
だ
け
で

高
等
な
洋
学
教
育

花
岡
山
で
奉
教
の
結
盟

熊
本
の
明
治
維
新
に
貢
献
し
た

　熊
本
洋
学
校
教
師
「
L
・
L
・
ジ
ェ
ー
ン
ズ
」

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
会
副
会
長

　

　黒
田
孔
太
郎

と
く  

と
み

そ  

ほ
う

ふ
る 

し
ろ
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８
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１
９
０
９
年
３
月

27
日
、
72
回
目
の
誕
生
日
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン

ト
陸
軍
士
官
学
校
出
身
の
軍
人
で
す
。

世
の
中
の
仕
組
み
が
変
わ
っ
た
明
治
に

入
り
、
熊
本
は
、
熊
本
の
少
年
た
ち
に

外
国
の
文
化
を
取
り
入
れ
て
新
し
い
日

本
を
つ
く
る
た
め
の
学
問
を
教
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
横
井
小
楠
の
教
え
を

受
け
た
人
々
、
そ
の
中
で
も
小
楠
の
甥
、

横
井
大
平
が
中
心
と
な
り
熊
本
洋
学
校

を
つ
く
り
、
教
師
と
し
て
招
い
た
の
が

ジ
ェ
ー
ン
ズ
だ
っ
た
の
で
す
。

　　
熊
本
洋
学
校
が
始
ま
っ
た
最
初
の

年
に
は
、
10
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
少

年
、
約
５
０
０
名
の
入
学
希
望
者
が

集
ま
り
ま
し
た
が
、
試
験
を
受
け
て

入
学
を
許
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
の
46

名
で
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
熊
本
に
い

た
５
年
間
に
約
２
０
０
名
の
生
徒
が

洋
学
校
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
こ
の
生
徒
た
ち
に

英
語
だ
け
で
高
度
な
学
問
を
教
え
た

の
で
す
。
徹
底
し
た
自
学
自
習
、
そ
し

て
毎
日
成
績
順
に
座
席
を
入
れ
替
え

た
の
で
生
徒
た
ち
は
大
変
苦
労
し
ま

し
た
が
、
自
分
た
ち
は
新
し
い
日
本

を
つ
く
る
と
い
う
考
え
で
、
頑
張
っ
た

の
で
、
ま
わ
り
が
目
を
見
張
る
ほ
ど
の

力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。

　
横
井
小
楠
の
娘
「
み
や
子
」
と

ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
え
子
で
あ
り
、
日
本

を
代
表
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
徳
富

蘇
峰
の
姉
「
初
子
」
が
こ
の
洋
学
校
で

男
の
生
徒
に
混
じ
っ
て
勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
日
本
で
最
も
早
い
高
度
な

「
男
女
共
学
」
も
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
よ
っ

て
こ
の
熊
本
洋
学
校
で
始
め
ら
れ
た

の
で
し
た
。

　
洋
学
校
が
で
き
て
３
年
目
ご
ろ
か

ら
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
自
宅
で
キ
リ
ス
ト

教
の
聖
書
研
究
会
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信

者
が
で
て
き
ま
し
た
。
こ
の
人
た
ち
は

明
治
９
年
の
１
月
30
日
に
熊
本
駅
の

そ
ば
に
あ
る
花
岡
山
に
登
り
、「
キ
リ

ス
ト
教
は
勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
素

晴
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
こ

れ
を
日
本
に
広
め
て
、
素
晴
ら
し
い

国
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
誓
い
を
し
た

の
で
す
。
し
か
し
こ
の
誓
い
に
一
番
驚

い
た
の
は
家
族
や
親
戚
で
、
ど
う
に
か

し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
辞
め
さ
せ
よ
う

と
し
ま
し
た
が
、
彼
等
の
決
意
は
固

く
、
様
々
な
迫
害
が
お
き
て
も
信
仰

を
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
花
岡

山
で
の
誓
い
が
一
般
に
も
知
れ
わ
た
っ

た
た
め
に
、
洋
学
校
は
明
治
９
年
７

月
の
卒
業
式
を
最
後
と
し
て
閉
校
と

な
り
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
洋
学
校
の
生
徒
た
ち

に
京
都
の
同
志
社
英
学
校
に
行
く
こ
と

を
勧
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
島
襄
が
ア

メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
て
開
い
た
ば

か
り
の
学
校
で
し
た
。
彼
等
は
同
志

社
の
中
で
は
大
変
目
立
っ
た
存
在
に

な
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
４
年
、

あ
る
い
は
５
年
も
教
育
を
受
け
て
い

た
の
で
他
の
学
生
を
圧
倒
し
た
存
在

と
な
り
、
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、
指
導

者
と
し
て
の
力
も
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
れ
を
見
て
同
志
社
の
先
生
た
ち
は

熊
本
か
ら
き
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
え

子
た
ち
を
、
熊
本
か
ら
き
た
集
団
、
あ

る
い
は
グ
ル
ー
プ
と
い
う
意
味
で「
熊

本
バ
ン
ド
」
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。「
熊
本
バ
ン
ド
」
は
「
札
幌
バ
ン
ド
」、

「
横
浜
バ
ン
ド
」
と
並
ぶ
日
本
三
大
バ

ン
ド
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の

バ
ン
ド
出
身
の
人
た
ち
は
後
に
日
本

の
宗
教
界
、
教
育
界
、
実
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
の

中
に
は
、
海
老
名
弾
正（
同
志
社
大
学

総
長
）、浮
田
和
民（
早
稲
田
大
学
教
授
）、

市
原
盛
宏（
朝
鮮
銀
行
総
裁
）、宮
川
経
輝

（
大
阪
教
会
牧
師
）、遠
山
参
良（
九
州

学
院
長
）な
ど
が
い
ま
す
。

　
熊
本
バ
ン
ド
以
外
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ

の
教
え
子
か
ら
は
横
井
時
敬
（
東
京

農
業
大
学
初
代
学
長
）、
中
原
淳
蔵

（
九
州
帝
国
工
科
大
学 

初
代
校
長
）、

船
越
欣
哉
（
当
時
の
熊
本
県
庁
を
設

計
、
建
築
す
る
）
な
ど
が
生
れ
て
い
ま

す
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
そ
の
ほ
か
、
西
洋
野

菜
を
熊
本
に
広
め
、
牛
肉
、
牛
乳
、
パ

ン
を
紹
介
し
、
熊
本
の
食
生
活
の
改

善
に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
ジ
ェ
ー
ン

ズ
が
来
る
前
に
は
田
畑
を
耕
す
の
も

人
が
鍬
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

牛
や
馬
に
引
か
せ
る
鋤
を
取
り
寄
せ

て
家
畜
を
使
う
能
率
的
な
農
業
を
紹

介
し
た
の
で
し
た
。
ま
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ

が
持
ち
込
ん
だ
印
刷
機
が
熊
本
最
初

の
新
聞
、「
白
川
新
聞
」
の
発
行
に
役

立
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
の
先
生
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
熊
本
の
近
代
化
に
大

き
な
貢
献
を
し
た
の
が
洋
学
校
の
教

師
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
で
あ
っ
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
は
熊
本
地
震
で
完

全
に
崩
壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
現

在
、
旧
市
立
体
育
館
跡
の
公
園
（
中
央

区
水
前
寺
公
園
）
に
建
設
中
で
、
令
和

4
年
8
月
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

開
館
で
き
る
の
は
内
部
の
展
示
等
を

整
え
て
か
ら
に
な
り
ま
す
の
で
今
の

と
こ
ろ
未
定
で
す
。

　※
黒
田
孔
太
郎
先
生
は
、
高
齢
者
大
学
「
熊

本
さ
わ
や
か
大
学
校
」
の
講
師
と
し
て
も
ご

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

京
都
の
同
志
社
英
学
校
に
進
学

熊
本
バ
ン
ド
の
誕
生

文
化
人
を
育
て
、
日
常
生
活
の

向
上
に
努
め
た
ジ
ェ
ー
ン
ズ

ジ
ェ
ー
ン
ズ
邸
復
旧

明治４年、現在県立第一高校のある古城に建てられた
ジェーンズ邸

熊本洋学校　左から寄宿舎、自習を行った講堂、ガラ
スが入った最新の教室

ジェーンズの教え子「坂上竹松」のノート
すべて英語で書いてある。

花岡山にある「奉教の碑」

「新ジェーンズ邸」元熊本市立体育館跡に建築中で今年
の８月に出来上がる予定。
開館時期はまだ未定。

に
い 

じ
ま 

じ
ょ
う

え
　 

び
　 

な  

だ
ん
じ
ょ
う

う
き  

た
　
か
ず  

た
み

よ
こ
　
い
　
と
き  

よ
し

な
か  

は
ら 

じ
ゅ
ん
ぞ
う

ふ
な  

ご
し  

き
ん  

や

い
ち 

は
ら 

も
り 

ひ
ろ

み
や 

が
わ 

つ
ね 

て
る

と
お 

や
ま 

さ
ぶ  

ろ
う
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人
吉
・
球
磨
の
地
理
と
歴
史

〜
「
日
本
で
も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ
里
」
を
守

り
育
て
た
相
良
氏
〜
　

　
急
峻
な
九
州
山
地
に
囲
ま
れ
た
人
吉
盆
地
。

そ
こ
を
流
れ
る
球
磨
川
は
、
最
上
川
・
富
士
川

と
共
に
日
本
三
急
流
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

山
深
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
人
吉
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ

人
吉
駅
で
標
高
約
１
０
８
ｍ
（
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
は

約
１
１
７
ｍ
）
と
、
意
外
と
低
い
の
に
は
驚
き
ま

す
。
ま
た
、
盆
地
内
は
内
陸
型
気
候
で
、
昼
夜
の

寒
暖
差
が
激
し
く
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
１
年

に
１
０
０
日
以
上
は
霧
が
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
地
形
を
有
効
に
活
用
し
、
外
敵
の
侵
入

を
拒
み
な
が
ら
、
人
吉
・
球
磨
地
方
で
は
保
守

と
進
取
の
文
化
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
昔
、
人
吉
荘
と
呼
ば
れ
た
こ
の
地
域
は
、

平
頼
盛
（
清
盛
の
異
母
弟
）
の
領
地
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
建
久
９
年
（
１
１

９
８
年
）
、
源
頼
朝
の
命
で
人
吉
荘
の
地
頭
と
し

て
遠
江
国
相
良
庄
（
現
在
の
静
岡
県
牧
ノ
原
市

相
良
）
か
ら
相
良
長
頼
が
着
任
し
ま
し
た
。
以

後
、
戦
国
時
代
や
そ
の
後
の
動
乱
期
を
潜
り
抜

け
、
明
治
維
新
ま
で
の
約
７
０
０
年
間
に
わ
た

り
相
良
氏
が
治
め
た
全
国
で
も
珍
し
い
地
域
で

す
。

　
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
相
良
氏
は
西
軍
側
で
し

た
が
、
重
臣
の
機
転
で
東
軍
に
転
じ
所
領
安
堵

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
良
藩
は
２
万
２
千
石

（
内
高
は
10
万
石
近
く
も
あ
っ
た
）
と
い
わ
れ
、

唐
津
藩
の
飛
地
で
あ
る
天
草
の
富
岡
は
４
万
２

千
石
（
実
際
は
２
万
１
千
石
）
で
重
税
が
一
揆
の

要
因
に
な
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
す
。

　
相
良
氏
は
家
臣
や
民
衆
の
声
に
耳
を
傾
け
て

生
活
を
守
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
の
土
地
に
根

付
く
文
化
を
尊
重
し
保
護
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
人
吉
・
球
磨
地
域
で
は
貴
重
な
文
化
財
が

豊
富
に
遺
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

熊
本
県
唯
一
の
国
宝
　
阿
蘇
青
井
神
社

　
熊
本
県
唯
一
の
国
宝
で
、
２
０
０
８
年
本
殿
・

廊
・
幣
殿
・
拝
殿
・
楼
門
の
五
棟
と
附
と
し
て
造

営
時
の
棟
札
一
枚
と
改
築
の
年
代
や
内
容
が
明

記
さ
れ
た
銘
札
五
枚
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
社
殿
は
慶
長
15
年
（
１
６
１
０
年
）

か
ら
４
ケ
年
を
か
け
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
急
勾
配
の
茅
葺
屋
根
を
は
じ
め
、
随
所
に
桃

山
様
式
を
取
り
入
れ
た
多
彩
な
装
飾
や
色
彩
、

南
九
州
地
方
に
み
ら
れ
る
雲
竜
の
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
茅
葺
の
社
寺
建
造
物
で
は
初
め
て
、
神
社
で

は
宇
佐
八
幡
宮
本
殿
に
つ
い
で
２
件
目
の
国
宝

で
す
。

　
８
０
６
年
、
阿
蘇
神
社
の
分
霊
を
勧
請
し
て

創
建
１
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。

地
元
人
吉
で
は
親
し
み
を
込
め
て
「
青
井
さ
ん
」

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

球
磨
焼
酎

　
球
磨
焼
酎
は
、
長
崎
の
壱
岐
焼
酎
、
鹿
児
島

の
薩
摩
焼
酎
、
沖
縄
の
琉
球
泡
盛
と
日
本
に
４

つ
し
か
な
い
産
地
呼
称
が
認
め
ら
れ
た
本
格
焼

酎
の
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
す
。

　
人
吉
球
磨
地
域
に
蔵
を
構
え
る
27
の
蔵
元

は
、
複
数
の
個
性
あ
る
銘
柄
を
持
ち
、
全
て
を

あ
わ
せ
る
と
２
０
０
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
を
誇
っ

て
お
り
、
球
磨
焼
酎
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
蔵

元
ご
と
に
様
々
な
体
験
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

熊
本
城
と
共
に
日
本
１
０
０
名
城
に
選
ば
れ
る
　
人
吉
城

　
最
上
段
の
石
を
突
き
出
し
た
「
武
者
返
石
垣
」

は
五
稜
郭
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
幕
末
の
築
城
技

法
の
一
つ
で
す
。
ま
た
球
磨
川
に
面
し
て
設
け
ら

れ
た
水
の
手
門
（
現
在
は
石
垣
の
み
が
残
存
）、

川
の
水
運
を
利
用
し
て
い
た
人
吉
城
ら
し
い
遺

構
で
す
。

　
平
成
５
年
に
角
櫓
・
長
塀
・
多
門
櫓
が
復
元

さ
れ
、
平
成
17
年
か
ら
は
全
国
で
も
例
の
な
い

井
戸
を
備
え
た
地
下
室
遺
構
も
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

〜
遥
か
平
安
の
い
に
し
え
か
ら
、
野
辺
に
息
づ
く

巡
礼
の
里
〜
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り

　
常
時
御
開
帳
の
観
音
様
は
石
室
観
音
・
村
山

観
音
・
瀬
原
観
音
・
覚
井
観
音
・
栖
山
観
音
・
新

宮
司
観
音
の
六
つ
で
す
。
そ
の
他
の
観
音
様
は

秋
の
お
彼
岸
（
９
月
20
日
か
ら
の
一
週
間
）
と
、

春
の
お
彼
岸
に
も
一
日
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

つ
け
た
り

注
：
日
本
遺
産

　
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
我
が
国
の
文
化
・
伝

統
を
語
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
「
日
本
遺
産
」
と
し
て
文
化
庁
が
認

定
す
る
も
の
で
す
。「
相
良
７
０
０
年
が
生
ん
だ
保
守
と
進
取
の

文
化
〜
日
本
で
も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ
里―

人
吉
球
磨―

」
は

２
０
１
５
年
４
月
、
全
国
で
18
番
目
、
熊
本
で
初
め
て
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一昨年の水害で欄干が被災した禊橋　
みそぎ

一昨年の水害で鉄橋が被災したJR肥薩線第二球磨川橋梁　（令和４年５月撮影）

　
令
和
２
年
7
月
の
豪
雨
水
害
か
ら
2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
各
地
域
で
罹
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
水
害
で
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
人
吉
・
球
磨
地
方
は
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
か
ら
日
本
遺
産
泫
　
に
認
定

さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。
今
回
は
そ
ん
な
人
吉
・
球
磨
の
見
ど
こ
ろ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

熊
本
さ
わ
や
か
シ
ニ
ア
く
ら
ぶ

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
文
化
財
の
宝
庫

　人
吉
・
球
磨

く
ま
も
と
散
歩
路
　ぶ
ら
り
余
暇
さ
る
き
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話題の
スポット

熊本さわやかシニアくらぶは、熊本県内の高齢者の生きがいづくりや健康維持支援を目的に、熊本さわやか
長寿財団の委嘱を受けて各種事業を企画運営するボランティア団体です。

人
吉
・
球
磨
の
地
理
と
歴
史

〜
「
日
本
で
も
っ
と
も
豊
か
な
隠
れ
里
」
を
守

り
育
て
た
相
良
氏
〜　

　
急
峻
な
九
州
山
地
に
囲
ま
れ
た
人
吉
盆
地
。

そ
こ
を
流
れ
る
球
磨
川
は
、
最
上
川
・
富
士
川

と
共
に
日
本
三
急
流
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。

山
深
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
人
吉
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ

人
吉
駅
で
標
高
約
１
０
８
ｍ
（
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
は

約
１
１
７
ｍ
）
と
、
意
外
と
低
い
の
に
は
驚
き
ま

す
。
ま
た
、
盆
地
内
は
内
陸
型
気
候
で
、
昼
夜
の

寒
暖
差
が
激
し
く
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
１
年

に
１
０
０
日
以
上
は
霧
が
発
生
し
ま
す
。

　
こ
の
地
形
を
有
効
に
活
用
し
、
外
敵
の
侵
入

を
拒
み
な
が
ら
、
人
吉
・
球
磨
地
方
で
は
保
守

と
進
取
の
文
化
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
昔
、
人
吉
荘
と
呼
ば
れ
た
こ
の
地
域
は
、

平
頼
盛
（
清
盛
の
異
母
弟
）
の
領
地
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
建
久
９
年
（
１
１

９
８
年
）
、
源
頼
朝
の
命
で
人
吉
荘
の
地
頭
と
し

て
遠
江
国
相
良
庄
（
現
在
の
静
岡
県
牧
ノ
原
市

相
良
）
か
ら
相
良
長
頼
が
着
任
し
ま
し
た
。
以

後
、
戦
国
時
代
や
そ
の
後
の
動
乱
期
を
潜
り
抜

け
、
明
治
維
新
ま
で
の
約
７
０
０
年
間
に
わ
た

り
相
良
氏
が
治
め
た
全
国
で
も
珍
し
い
地
域
で

す
。

　
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
相
良
氏
は
西
軍
側
で
し

た
が
、
重
臣
の
機
転
で
東
軍
に
転
じ
所
領
安
堵

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
良
藩
は
２
万
２
千
石

（
内
高
は
10
万
石
近
く
も
あ
っ
た
）
と
い
わ
れ
、

唐
津
藩
の
飛
地
で
あ
る
天
草
の
富
岡
は
４
万
２

千
石
（
実
際
は
２
万
１
千
石
）
で
重
税
が
一
揆
の

要
因
に
な
っ
た
の
と
は
対
照
的
で
す
。

　
相
良
氏
は
家
臣
や
民
衆
の
声
に
耳
を
傾
け
て

生
活
を
守
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
そ
の
土
地
に
根

付
く
文
化
を
尊
重
し
保
護
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
人
吉
・
球
磨
地
域
で
は
貴
重
な
文
化
財
が

豊
富
に
遺
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

熊
本
県
唯
一
の
国
宝
　
阿
蘇
青
井
神
社

　
熊
本
県
唯
一
の
国
宝
で
、
２
０
０
８
年
本
殿
・

廊
・
幣
殿
・
拝
殿
・
楼
門
の
五
棟
と
附
と
し
て
造

営
時
の
棟
札
一
枚
と
改
築
の
年
代
や
内
容
が
明

記
さ
れ
た
銘
札
五
枚
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
の
社
殿
は
慶
長
15
年
（
１
６
１
０
年
）

か
ら
４
ケ
年
を
か
け
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
急
勾
配
の
茅
葺
屋
根
を
は
じ
め
、
随
所
に
桃

山
様
式
を
取
り
入
れ
た
多
彩
な
装
飾
や
色
彩
、

南
九
州
地
方
に
み
ら
れ
る
雲
竜
の
彫
刻
が
施
さ

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
茅
葺
の
社
寺
建
造
物
で
は
初
め
て
、
神
社
で

は
宇
佐
八
幡
宮
本
殿
に
つ
い
で
２
件
目
の
国
宝

で
す
。

　
８
０
６
年
、
阿
蘇
神
社
の
分
霊
を
勧
請
し
て

創
建
１
２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。

地
元
人
吉
で
は
親
し
み
を
込
め
て
「
青
井
さ
ん
」

と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。

球
磨
焼
酎

　
球
磨
焼
酎
は
、
長
崎
の
壱
岐
焼
酎
、
鹿
児
島

の
薩
摩
焼
酎
、
沖
縄
の
琉
球
泡
盛
と
日
本
に
４

つ
し
か
な
い
産
地
呼
称
が
認
め
ら
れ
た
本
格
焼

酎
の
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
す
。

　
人
吉
球
磨
地
域
に
蔵
を
構
え
る
27
の
蔵
元

は
、
複
数
の
個
性
あ
る
銘
柄
を
持
ち
、
全
て
を

あ
わ
せ
る
と
２
０
０
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
を
誇
っ

て
お
り
、
球
磨
焼
酎
蔵
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し
て
蔵

元
ご
と
に
様
々
な
体
験
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
い

ま
す
。

熊
本
城
と
共
に
日
本
１
０
０
名
城
に
選
ば
れ
る
　
人
吉
城

　
最
上
段
の
石
を
突
き
出
し
た
「
武
者
返
石
垣
」

は
五
稜
郭
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
幕
末
の
築
城
技

法
の
一
つ
で
す
。
ま
た
球
磨
川
に
面
し
て
設
け
ら

れ
た
水
の
手
門
（
現
在
は
石
垣
の
み
が
残
存
）、

川
の
水
運
を
利
用
し
て
い
た
人
吉
城
ら
し
い
遺

構
で
す
。

　
平
成
５
年
に
角
櫓
・
長
塀
・
多
門
櫓
が
復
元

さ
れ
、
平
成
17
年
か
ら
は
全
国
で
も
例
の
な
い

井
戸
を
備
え
た
地
下
室
遺
構
も
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

〜
遥
か
平
安
の
い
に
し
え
か
ら
、
野
辺
に
息
づ
く

巡
礼
の
里
〜
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り

　
常
時
御
開
帳
の
観
音
様
は
石
室
観
音
・
村
山

観
音
・
瀬
原
観
音
・
覚
井
観
音
・
栖
山
観
音
・
新

宮
司
観
音
の
六
つ
で
す
。
そ
の
他
の
観
音
様
は

秋
の
お
彼
岸
（
９
月
20
日
か
ら
の
一
週
間
）
と
、

春
の
お
彼
岸
に
も
一
日
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

「熊本さわやかシニアくらぶ」イベント情報
●対　象　概ね60歳以上でコロナウイルスの予防接種３回以上の方

【両ツアー共通】
集合時間　午前７時50分　
集合場所　熊本桜町バスターミナル　貸切バス発着所
定　　員　36名
申込方法　下記の必要事項をご記入の上、ハガキ・封書または
　　　　　FAXにてお申し込みください。
　　　　　①参加イベント名　②氏名（ふりがな）　③年齢
　　　　　④郵便番号　⑤住所　⑥電話番号
　　　　　⑦携帯番号（お持ちの場合）
　　　　　※ご夫婦やお友達など複数でお申し込みの場合、便箋等に

まとめてご記入ください。
　　　　　※応募者多数の場合は申込順とさせていただきます。なお、

コロナウイルス感染症が再拡大となった場合にはやむを
得ず中止することがありますのでご了承ください。
株式会社　内外旅行
〒860-0844　熊本市中央区水道町14-21
電話　096-352-5800　FAX　096-352-5565
（月～金９：00～17：30）

お待たせしました

秋涼の天草西海岸へレッツゴー
富岡城や天草陶器の窯元、風光明媚な天草西海岸の景勝地などを見学します。
開催日時　９月13日（火）　　出発　午前８時　到着　午後５時30分
参 加 費　7,400円

大分天瀬町「高塚愛宕地蔵尊」と玖珠町「慈恩の滝」を訪ねる旅
標記の箇所およびサッポロビール日田工場などを見学します。
開催日時　10月19日（水）　　出発　午前８時　到着　午後６時
参 加 費　7,500円

申込
・

お問合せ先

新宮寺六観音
全ての仏像に金箔が塗られており、暗いお堂の
中で輝きを放っています。

二十八番札所　中山観音
人吉球磨で最古の仏像です（平
安初期の九世紀末の作と推定）。
人吉球磨には平安時代の仏像は
四十九体ありますが、中山観音
はその中でも最高峰で、古いの
に傷んでいないのも驚きです。

生善院観音堂
（重要文化財）
千手観音と共に安置されている極彩色の厨子が見どころの一つ

三十二番札所　新宮寺六観音
中央に阿弥陀如来、両側に六観音の座像が配置
され、常時御開帳で一度に拝することができます。

人吉城から望む球磨川と人吉市内
令和２年７月の豪雨で人吉城も被災し、人吉城歴史館は休
業中で人吉城の一部が立入禁止となっていますが、二の丸
からの球磨川の眺めは格別です。

二十四番札所　生善院観音
極彩色の厨子及びお堂は、三十三観音の中で唯一国の重要文化
財で、観音堂では唯一の日本遺産にも認定されています。

しょうぜんいん

歴史体験型「ひみつ基地ミュージアム」
　太平洋戦争末期、人吉盆地（錦町、相良村）につ
くられた「人吉海軍航空基地」に関する資料とその

遺構を見学することができる施設です（地下施設はガイ
ドと一緒に見学）。人吉海軍航空基地は1943年に教育施設として建
設されましたが、その後戦局の悪化に伴い特攻訓練基地、そして本
土防衛基地として使用されまし
た。資料館には、特攻隊の練習
機として使用された九三式中間
練習機（通称赤とんぼ）の実物
大模型も展示されています。　

九三式中間練習機の復元模型
今だからこそ「戦争とは何か」「平和
とは何か」を考える気付きの場所とし
て、足を運んでみませんか。

繊月酒造蔵
人吉城の近くに焼酎蔵がある
繊月酒造では足湯も楽しめ、
二階の焼酎蔵では、人吉城を
眺めながら試飲ができます。

日帰り バス旅行
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尿の色が濃く、
量が少ないほど

脱水が進んでいるんだね！

～尿の色でわかる！脱水状態の確認と水分補給のめやす～

喉が渇いてからじゃ遅い!?～水分補給のススメ～

シニア世代が脱水になりやすいワケ

日本赤十字社
熊本健康管理センター

管理栄養士
嶋田　けい

＊「代謝水」
・・・栄養素が分解される時に
できる水のこと。

１回の目安
100～150mL

　水分補給はこまめにとっていますか？
　特にシニア世代はからだの機能の変化により、水分補給と排泄の収支バランスが崩れやすくなります。
　「喉が渇いたな～」と感じた時は、体が脱水状態になり、水分を欲しがっているサインです。
　暑い中では脱水症状により「熱中症」や「夏血栓」を引き起こす危険が潜んでいます。日頃より適切
な水分補給を行い、潤った体を保ちたいですね。日頃の食事と水分補給で暑い夏をイキイキと楽しく過
ごしましょう！

１日の水分の出納

喉の渇きがわかりづらい

治療薬によっては
水分の排泄が多くなる

食欲が落ちて
食事量が減る トイレの回数を気にするなど、

水分をとる量が減る

飲み込む力が弱くなる
（水分をとる量が減る）

基礎代謝量が減り
代謝水が減少する

筋肉量が減り
体液を貯めにくい

～脱水のサイン～
□ 頭がぼーっとする　　
□ 微熱がある
□ 血圧低下、頭痛、吐き気、めまいなど
    倦怠感がある
□ 眼がくぼむ
□ 尿量が減る（尿の色が濃い）
□ 皮膚が乾燥している
　 （わきの下が渇いている）
□ 口の中が渇いてくる

～水分補給のコツ～
・ 喉が渇く前に、こまめに飲む（一気にたくさん飲まない）
・ １回につきコップ１杯（起床後、入浴前後、就寝前はとくに意識する）

熱いもの、冷たすぎるもの
カフェイン飲料

（コーヒー、紅茶、緑茶など）
アルコール
清涼飲料水

（ジュース、スポーツドリンクなど）

水
麦茶

カフェインを含まないもの
（5℃～15℃がおすすめ）

水…………………………１L
砂　糖……………………大さじ3
塩…………………………小さじ1/4～1/3（1.5g）
レモン果汁＊……………大さじ1・2/3（25mL）
　＊お好みにより調整してください♪

★ポイント★
　・塩分は0.1～0.2％濃度
　・糖質は４～８％濃度（特に１時間以上運動する時）

体重の約２％かそれ以上の脱水
･･･１～２Lの水分補給
この色より濃い、あるいは赤や茶色が混じっていたら
すぐに病院へ行きましょう

体重の約1.5％の脱水･･･１L程度の水分補給を

体重の約１％の脱水･･･500mL～１Lの水分補給を

コップ１杯程度の水分補給を

こまめな水分補給を問題なし

やや注意

注　意

警　戒

危　険

厚生労働省「あんぜんプロジェクト」より

～飲み物の選びかた～ 手作りスポーツドリンク　レシピ

　「健康」をテーマに、医療・予防医学・運動・食事などさまざまな角度からの情報を分かりやすく発信するコーナー
です。今回は、暑い夏を乗り切るための適切な「水分補給」についてご紹介します。

知って得するいきいきシニアのための 健 康 情 報健 康 情 報

からだに入る水分量 からだから出る水分量

飲料水　　　　  約1500ml 尿　　　　　　  約1500ml

食物中の水　　  約  800ml 糞便　　　　　  約  200ml

代謝水＊　　　  約  200ml 呼吸や皮膚から  約  800ml

合計　　　　　  約2500ml 合計　　　　　  約2500ml　
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熊本県医師会お住まいのお近くにかかりつけ医を持ちましょう

あ
な
た
の
健
康
を
地
域
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

くまもと
メディカル
ネットワーク

http://ｋｍn.kumamoto.med.or.jp/

正しい知識と安心・安全な医療の提供をめざし、皆様の健康と充実した生活をサポートします。

あ
な
た
の
大
切
な
笑
顔
と

健
康
生
活
を
ま
も
る

く
ら
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
。

～財団スタッフを紹介します～

　総務グループの谷川です。月１ペースで天草に釣りに行きます
が、釣れるのは大抵刺身（？）です。もう一つの趣味はマラソンで、
走ることよりご当地のグルメ・観光を楽しんでいます。
★巨人の星、三丁目の夕日

　生きがい推進グループの阿部です。さわ大熊本校とシルバー作
品展を担当しています。月１回の献血では連続27回の記録を更新
中。手話と韓国語に興味があります（韓国ドラマは100タイトル以
上観ています）。
★キャンディ・キャンディ、花より男子

　総務グループの和多島です。「和田島」と間違われることは多い
のですが、「宇多田ヒカル」の宇と田んぼの田、それに長嶋監督の
嶋」という注釈付きで「宇田嶋」と書かれたときは驚きました。一
文字もかすってないやん。
★すすめ!!パイレーツ

　熊本県生涯現役促進地域連携協議会の中村です。微力ながら、
元気な高齢者の方々の生きがい就労のサポートを行っています。
好きな映画は「カンフーハッスル」です。
★キャプテンウルトラ

次回、春号でも紹介していきます。お楽しみに！

共通の質問…★私を作った漫画（アニメ）

大好きな
熊本で さわやかに!

　
海
の
日
が
明
け
て
蝉
の
声
が
に
ぎ
や
か
に

な
っ
て
く
る
と
、
財
団
で
は
あ
る
恒
例
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
私
の
大
好
き
な
お
仕
事
の
一
つ
、

シ
ル
バ
ー
作
品
展
の
作
品
搬
入
手
伝
い
で
す
。

　
持
ち
込
ま
れ
る
作
品
は
、
日
本
画
・
洋
画
・

写
真
・
書
・
彫
刻
・
工
芸
と
さ
ま
ざ
ま
。
作
家

歴
も
、
数
年
前
に
始
め
た
方
か
ら
、
こ
の
道
何

十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
多
彩
で
す
。

　
私
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
、
作
品
も
そ

う
で
す
が
、
そ
の
１
点
１
点
に
込
め
ら
れ
た

バ
ッ
ク
ス
ト
ー
リ
ー
。
持
ち
込
み
の
際
、
出
品

者
の
皆
さ
ん
に
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
お
話
に
つ

い
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
人
生
百
戦
錬
磨
の
、
型
に
は
ま
ら
な
い
ア
マ

チ
ュ
ア
作
家
の
作
品
で
あ
る
が
ゆ
え
の
見
ど
こ

ろ
が
「
シ
ル
バ
ー
作
品
展
」
に
は
あ
り
ま
す
。

活
き
活
き
と
し
た
出
品
者
の
皆
さ
ん
を
拝
見

し
て
い
る
と
、「
私
も
こ
ん
な
風
に
歳
を
重
ね

た
い
」
と
、
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
坂
口
）

編
集
後
記



無料相談実施中無料相談実施中
これら以外の問題についても、相談料のご負担が困難な場合は無料で法律相談が受けられる場合があります。

労働者のための 労働問題（初回のみ） 代理人なしで 訴訟等の当事者になってしまった方（初回のみ）

借金問題 交通事故 相続問題（初回のみ）

ら、熊本県弁護士会へ困った

●借金、離婚、相続、交通事故、不動産、労働問題、刑事事件他あらゆる法律問題の相談をお受けします。
●高齢者・障がい者に関係する問題については無料電話法律相談制度、出張法律相談制度があります。
●無料相談以外のご相談に関しては、1回30分5,500円（税込）の相談料がかかります。

高齢者に関わる法律問題（遺言・相続問題
含む）については無料電話相談を実施中！

0120-57-9960
（毎週月・木 午後１時～午後４時）
ご家族・福祉関係者の方もご利用になれます。

面談での相談をご希望の場合

◎資力基準を満たしていること
◎民事法律扶助の趣旨に適すること

詳しくは、熊本県弁護士法律相談センターに
お問い合わせください。

必要な
要件

多重債務　相談無料

相談時間１回30分 一般相談 5,500円［税込］

相続・遺言　 　相談無料初回

ご予約とお問い合わせは、どの法律相談センターも

一定の要件を満たす方は、熊本県弁護士会法律相談センター
（県内8ヶ所）でも、法テラスの民事法律扶助制度を利用した
無料法律相談を受けることができます。
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やりたいことが見つかるところ！！

◆お問い合わせは、あなたのまちのシルバー人材センターへ◆

公益社団法人 熊本県シルバー人材センター連合会 096-312-3310 　 096-312-3312
〒860-0842 熊本市中央区南千反畑町３番７号 熊本県総合福祉センター３階 https://kumaren. jp

シルバー人材センターは
60歳以上の元気な仲間を求めています。

熊本県の会員は

約１万人
平均年齢は
73歳！

センター名 電   話
1 (公社)熊 本 市 シルバー人材センター 096-322-3300
2 (公社)八 代 市 シルバー人材センター 0965-33-2711
3 (公社)人 吉 市 シルバー人材センター 0966-24-4681
4 (公社)荒 尾 市 シルバー人材センター 0968-65-5200
5 (公社)水俣・津奈木 シルバー人材センター 0966-62-1122
6 (公社)玉 名 市 シルバー人材センター 0968-73-3610
7 (公社)天 草 市 シルバー人材センター 0969-24-4445
8 (公社)山 鹿 市 シルバー人材センター 0968-44-1850
9 (公社)菊 池 市 シルバー人材センター 0968-25-3633
10 (公社)宇 土 市 シルバー人材センター 0964-22-3780
11 (公社)宇 城 市 シルバー人材センター 0964-33-7886
12 (公社)大 津 町 シルバー人材センター 096-293-4780
13 (公社)長 洲 町 シルバー人材センター 0968-78-4642
14 (公社)上天草市 シルバー人材センター 0964-59-2228

センター名 電   話
15 (公社)合 志 市 シルバー人材センター 096-248-2394
16 (公社)菊 陽 町 シルバー人材センター 096-232-6276
17 (一社)山 都 町 シルバー人材センター 0967-72-4740
18 (一社)西 原 村 シルバー人材センター 096-279-3890
19 (一社)阿 蘇 市 シルバー人材センター 080-3370-4776
20 (一社)御 船 町 シルバー人材センター 096-281-4355
21 和 水 町 シルバー人材センター 0968-34-3232
22 芦 北 町 シルバー人材センター 0966-86-0294
23 錦 町 シルバー人材センター 0966-38-4351
24 氷 川 町 シルバー人材センター 0965-62-1010
25 山 江 村 シルバー人材センター 0966-28-3557
26 多 良 木 町 シルバー人材センター 0966-42-3211
27 美 里 町 シルバー人材センター 0964-46-3409
28 相 良 村 シルバー人材センター 0966-35-1101

センター名 電   話
29 益 城 町 シルバー人材センター 096-289-6092
30 甲 佐 町 シルバー人材センター 096-234-0423
31 あ さ ぎ り 町 シルバー人材センター 0966-45-4606
32 嘉 島 町 シルバー人材センター 096-237-2981
33 球 磨 村 シルバー人材センター 0966-32-1150
34 湯 前 町 シルバー人材センター 0966-43-4111
35 水 上 村 シルバー人材センター 0966-44-0782
36 南 関 町 シルバー人材センター 0968-66-9288
37 南 阿 蘇 村 シルバー人材センター 0967-67-0294
38 産 山 村 シルバー人材センター 0967-23-9300
39 五 木 村 シルバー人材センター 0966-37-2037
40 小 国 町 シルバー人材センター 0967-46-5575
41 南 小 国 町 シルバー人材センター 0967-42-1616
42 苓 北 町 シルバー人材センター 0969-35-1270

TEL FAX

熊本県シルバー人材センター

シルバー応援大使の
大田黒浩一です。

そ
こ
の
あ
な
た
！

シ
ル
バ
ー
で

待
っ
と
る
ば
い
！！

シルバー人材センターは、お仕事を提供することにより、生きがい・働きがい・
社会参加を応援します。あなたの知識・経験・資格を活かしてみませんか。
お住まいの市町村のシルバー人材センターにお問い合わせください。

まずはお電話を


